
Ⅰ　改革・改善内容（＝施策をより良く実施するための方策）

Ⅱ　施策の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

単位
平成30
年度

令和元
年度

ⅰ 歳 80.9(H27） 80.9(H27)

ⅱ 歳 87.2(H27） 87.2(H27)

ⅲ ％ 55.5 58.5
ⅳ 人 2.7 1.5
ⅰ ％ 76.2（H22) 79.3
ⅱ ％ 男45.6女35.0（H22) 男性45.8女性34.1

ⅲ ％ 男73.2女80.0（H22) 男性62.8女性72.9

ⅳ 人 6,185 6,929
ⅴ ％ 54.6（H22) 54.6（H22)

ⅵ 箇所 72 74
ⅶ ％ 56.7 49.9
ⅷ ％ 98.4 100.0
ⅸ ％ 11.2 10.6

④施策の事業費 令和元年度決算 令和２年度決算

事業費（千円） 479,264 533,556 円
Ⅳ　評価・検討

Ⅴ　今後の方向性
①施策の方向性 ↑拡充

②上記方向性の説明
妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援の充実や、高齢化や社会的状況による検診希望者の増加や検診体
制の整備・充実、介護予防も含む市民の健康づくりや生活習慣病予防等を推進が必要である。

③特に重点化する事務事業 新型コロナウイルスワクチン接種に要する経費

①課題（目的に対す
る現状など）

若い世代から、自ら心身の健康に関心を持ち、各事業等の意義を十分に理解してもらうことが必要である。予防接
種を始めとする制度の改正が、頻繁にあり、急遽ということもあり、予算も含め、迅速な対応が必要である。高齢化
や社会的状況により、受診希望者の増加が見込まれることによる検診実施体制をどうするか、精査検証しながら進
める必要がある。

②総合評価 3一部未達成
③総合評価の
理由

自分に合ったストレス解消法を持つ人の割合が減っていることから、スト
レス解消ができない状況となっている。H23年度との比較で、救急搬送総
件数が１８％程度増加しているが、市内搬送人員は３％増にとどまり、結
果、市内搬送率は減少となっている。人間ドックなどの利用ができること
により、市の胃がん検診受診者が減少しているものと思われる。

各種健（検）診の受診率（胃がん検診） 9.6 25.0
市民一人あたり事業費（２年度決算） 令和３年度予算

(単位：円) 4,877 1,239,932

市内への救急搬送割合 52.9(仮） 現状維持

予防接種率（ＢＣＧ） 100.0 現状維持

かかりつけ医の役割を知っている人の割合（市民健康意識調査） 54.6（H22) 増加
病院・一般診療・医療機関数 74(R1) 現状維持

自分に合ったストレス解消法を持つ人の割合（市民健康意識調査） 男性62.8女性72.9(R1) 維持
フッ化物洗口実施者数 6,727 7,000

乳児死亡率（出生千対） 調査中 減少

③基本
事業成
果指標

健康のため食事に気をつけている市民割合（市民健康意識調査） 79.3(H1) 80以上
運動習慣者の割合（市民健康意識調査） 男性45.8女性34.1(R1) 維持

延伸
平均寿命（女） 87.2（H27) 延伸
自分の健康に満足している率（市民意識調査） 58.5（R1) 55.0

③環境分析（状況変化
や今後の見込み・市民意
向など）

高齢化や都市化が進み、運動習慣や心の問題も含め、生活習慣病の増加が予測され、医療費の増大や介護保険
利用者の増加が見込まれることから、生活習慣病予防及び健康づくりへの取組がますます重要となる。少子化、晩
婚化・晩産化、核家族化、育児の孤立化等が見られ、妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援が重要となる。

①令和元年度～
２年度の施策の成果

令和元年度の市民健康意識調査を実施し、令和２年度に第３次健康増進計画、第３次食育推進計画、第１次自殺
対策計画を包括した「第３次いきいきプラン健康かまがや２１」を策定。フッ化物洗口を令和元年度から全小学校全
学年で継続実施。自分や家族に合ったかかりつけ医が持てるよう、かまがや安心医療ナビのレイアウト、検索機能
の更新。風しんの追加的対策（大人の風疹抗体検査及び予防接種）及び、ロタウイルスワクチン予防接種を令和２
年１０月１日から開始した。

②施策
成果指

標

指標名称
令和２
年度

目標値
（2年度）

平均寿命（男） 80.9（H27)

①目的 市民
意図（対象をどう
するのか）

健康に関する必要な情報を入手し、正しい知
識を習得し、健康に良い生活習慣を身につ
け、健康の保持・増進ができる。

②施策の概要

健康教育、健康相談、訪問等を行い、生活習慣病予防、食育推進、口腔の健康、こころの健康等、健康に関する必
要な情報の普及啓発と健康づくりを推進する。また、関係機関と協働した妊娠期から子育て期までの切れ目のない
支援を行う。妊婦健診、歯周疾患検診、がん検診等各種健（検）診や予防接種の実施により、疾病の予防や早期発
見、早期治療を推進する。

政策 11誰もが健康に暮らせる生涯福祉社会をつくります マネージャー氏名 星野　里香

①前回
の評価
で掲げ
た内容

若い世代から、自ら心身の健康に関心を持ち、ライフデザ
インを考えるきっかけとしてライフデザイン手帳配布事業を
実施する。予防接種を始めとする国の制度改正等に、迅速
に対応する。フッ化物洗口は、毎年、実施学年を１学年ず
つ増加させ、平成２９年度は４年生まで、平成３０年度は５
年生まで継続実施する。 ③改革・改

善内容

新型コロナウイルスワクチン接種をはじめと
する感染症対策を迅速かつ適切に行う。第
三次いきいきプラン健康かまがや２１に基づ
き、生涯にわたり健康で幸せに暮らせるよ
う、各分野での施策を推進する。
風しんの追加的対策（大人の風疹抗体検査
及び予防接種）の最終年度であるため、受
検率の増加に向けた取組を行う。フッ化物洗
口事業を全小学校全学年で継続実施する。

②①に
基づく
取組み
結果

ライフデザイン手帳配布事業を継続し、アンケート結果で、
意識変容ありが９割以上であった。令和元年度から「風しん
の追加的対策」を、令和２年度からロタウイルスワクチン予
防接種を遅滞なく実施。令和元年度に全小学校全学年の
フッ化物洗口実施となり、令和２年度も継続実施した。

鎌ケ谷市施策評価表（事後）
施策の名称 116健康を支える保健・医療の充実

施策のねらい
（めざす姿）

すべての市民が、生涯にわたって健康で明るく元気に暮らしています。

基本目標 1「健康で生きがいのある福祉・学習都市」をめざして 施策担当マネージャー 健康福祉部次長


